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平成２６年度 鳥取県西部医師会事業計画 

 

（目的‐定款に定めてある目的） 

  本会は、日本医師会及び都道府県医師会並びに郡市医師会との連携のもと、医道の高揚、医学及び

医術の発達並びに公衆衛生の向上を図り、もって県民の健康と福祉の増進に寄与することを目的とす

る。 

 

（事業‐定款に定めてある事業） 

１．医道の高揚に関する事業 

日本医師会の「医の倫理要領」を基盤として医の倫理の高揚に努める。また、診療情報を患者と共

に共有すること（IC インフォームドコンセント）は医師の責務として一層の定着を図る。 

  安全な医療の提供のためにあらゆる方策を用いて患者の安全確保対策を推進し、さらに、個人情報

保護法を遵守し、医師と患者の信頼関係の維持向上に努める。 

 

２．地域住民への公衆衛生の指導啓発に関する事項 

 １）地域住民と直接対話し、健康や公衆衛生向上の為の指導、啓発を行う。 

  ①月１回開催の西部医師会一般公開健康講座を継続する。 

②県委託の「適正受診啓発事業」の出前講座「上手に医者にかかるには」を継続する。 

③米子市が行う「在宅医療の普及推進事業」との連携を図り、地域住民を対象とした在宅医療・在宅看

取り啓発出前講座「我が家で自分らしく生き、暮らし続けるために～在宅医療とは～」を開催す

る。他の市町村においても、講演会等の開催を検討し、実施可能な個所から随時開催する。 

④在宅医療・在宅看取りの住民啓発のためのツールとして、平成２５年度米子市の委託事業により「もし

もの時のあんしん手帳～大切な人に伝えたいこと～」を作成した。今後上記出前講座、並びに関係

機関に「手帳」を配布し、在宅医療・在宅看取りの普及啓発を行う。 

  ⑤鳥取県が小・中・高等学校の児童生徒等、並びに事業所の従業員を対象として実施する「出張が

ん予防教室」への講師派遣について協力する。 

  ⑥公民館、学校等で行う健康講座への支援、生活習慣病・運動器症候群（ロコモティブ・シンドロ

ーム）等のセミナーへの講師派遣、並びに禁煙普及活動への参画を行う。 

 ２）地域住民へメディアを使った健康広報活動の積極的な推進を継続する。 

  ①西部医師会ホームページの充実を図る。 

  ②中海テレビの健康啓発番組「健康ぷらざ」の継続放映を行う。 

 

３．地域保健、学校保健及び産業保健の向上に関する事項 

１）市町村との連携による各種検診・健診、予防接種事業の実施 

 ①各種がん個別検診を実施するとともに、読影委員会の設置によりその精度管理の維持向上を図る。 

  また、鳥取県健康対策協議会が開催する各種がん検診従事者講習会の広報を行い、参加啓発を行

う。 

 ②市町村からの受託のもと、特定健診・後期高齢者健康診査等の検診事業、並びに各種予防接種を

各医療機関に委託し実施する。 



- 2 - 

 

２）学校保健への積極的な協力 

①学校医、園医の委嘱依頼に対し協力する。 

 ②学校医、園医の資質向上を目的とする各種研修会を開催する。また、園医と幼稚園・保育園との

情報共有を図る西部園保健協議会を開催する。 

 ③各市郡学校保健会に対する助成を継続する｡ 

④学校医部会の設置にむけ協議を行う。 

３）西部地域産業保健センターへの協力等 

  ①平成２６年４月１日付にて鳥取県医師会受託事業が新産業保健総合支援事業に移行となり、従前

の西部地域産業保健センター組織が変更となるが、新組織の業務は従前と殆ど変更がないため、

その運営に協力し、中小企業労働者の健康管理をサポートする。 

②産業医部会の設置にむけ協議を行う。 

 

４．地域医療の推進発展に関する事項 

  鳥取県西部地区において、産官学が一体となって地域医療が充実されるよう努力するとともに、保

健・医療福祉の連携を一層推進する。 

１）診診・病診、病病連携の積極的な取組み、並びに医療連携の一層の充実 

  ①西部医師会と各病院との連絡協議会の開催 

   博愛病院、米子医療センター、山陰労災病院、鳥取大学医学部附属病院の４病院との連絡協議会

を継続して開催する。 

  ②４疾病[（脳卒中、がん(胃 大腸、肝臓、肺、乳)、糖尿病、心筋梗塞）]の地域連携パスの策定は

２５年度で完了し、２６年度以降はこれらの連携パスの運用を継続し、一層の普及を推進する。 

    ③地域医療再生基金補助事業により、在宅医療・在宅看取りの啓発推進を目的とする「在宅医療推

進委員会」を平成２３年に設立し事業の検討を行ってきた。当初平成２５年度にて補助事業が終

了予定であったが、平成２７年度まで継続されることとなった。このため「在宅医療推進委員会」

事業を継続し、在宅医療・在宅看取りのモデル案提示に向け事業を推進する。 

  ④西部在宅ケア研究会（三師会後援）に対して継続して支援を行う。 

⑤今年度の厚生労働省事業の在宅医療連携拠点事業（米子医療センター、真誠会、にしまち幸朋苑、

鳥大病院、博愛病院）を見据えた協議、諸準備を行う。 

⑥前項に関連して、高齢化に対応した地域医療を推進するために米子市並びに地域住民並びに西部

在宅ケア研究会や前年度実施された地域医療拠点事業所等と連携して、米子市内に(仮称)地域医療

モデル地区等の創設などを検討、推進する。 

 ２）県市町村及び関係団体との連携の促進 

  ①県市町村及び関係団体が開催する保健・医療関係の諸会議・諸行事に協力する。 

  ②地域医療並びに社会保障対策において、県市町村、関係団体との連携を密にする。 

 ３）日本医師会ＩＣカード発行申請受付の西部医師会での代行を検討する。 

   ＩＴ（情報技術）を活用した地域医療連携の進展に伴い、医師がＩＴを利用した「認証」、「電子

署名」の必要性が高まってくる。日医ではこれに対応し、日医認証局において医師であることを

電子的に証明するＩＣカードを発行している。日医会員が「認証」、「電子署名」を行う場合に、

日医にＩＣカード発行申請を行うこととなるが、カード発行に際し日医では本人確認が困難なた

め、本人確認をより行いやすい地区医師会でＩＣカード発行申請受付を代行する。 
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 ４）警察医部会の設置にむけて協議を行う。 

 

５．救急医療及び災害医療の充実に関する事項 

  鳥取県西部地区における救急医療、災害時医療を速やかに提供するため、産官学一体となった保健・

医療・福祉の連携を推進する。 

 １）救急医療体制の充実 

救急告示、二次救急輪番、並びに精神科救急の各医療機関、及び鳥取大学医学部附属病院救急救

命センターとの有機的連携を図り、救急医療体制の確立と充実に努める。 

 ２）災害時行動指針の作成 

   災害発生時（特に被災時）には、会員の安否確認と情報収集が最も重要であることから、地震・

自然災害、並びに集団事故に対応する行動指針としての「鳥取県西部医師会災害マニュアル」策

定事業を継続実施する。 

 ３）災害時の医療提供体制の確立 

  ①災害発生時に備え、各医療機関との連携のもと迅速に医療活動が実施できる体制の確立に努める。 

  ②美保飛行場救難訓練に参加する。 

 ４）救命救急対策事業 

   ＢＬＳ講習会（年２回予定）、並びに鳥取県からの委託事業である小児救急地域医師研修会（年１

回予定）を継続する。 

 

６．医師の生涯研修に関する事項 

  医学会、研究集会、講演会等の開催、講演を行い、医学・医術の研鑽と各種医療情報の提供・習得

に努める。 

１）医師の生涯教育及び医学・医術の向上を図る各種研修会の開催 

  ①救命救急対策事業として、ＢＬＳ講習会（年２回予定）、小児救急地域医師研修会（年１回予定）   

   を開催する。【再掲】 

  ②生涯教育講座を開催する。 

  ③日本医師会が主催する社会保険指導者講習会の伝達講習会（年１回予定）を開催する。 

  ④鳥取県健康対策協議会が開催する各種がん検診従事者講習会を広報し参加啓発を行う。【再掲】 

  ⑤介護保険委員会、在宅医療推進委員会、並びに主治医研修会を開催する。また、西部在宅ケア研

究会の共催を行う。【再掲】 

  ⑥委託・補助等の事業である下記各種講演会・研修会を開催する。 

    心の健康対応力向上研修会、認知症対応力向上研修会、糖尿病研修会、禁煙指導医講演医講習

会、予防接種講演会他 

 ２）鳥取県西部医師会報の定期発刊 

   鳥取県西部医師会報を定期発刊（年４回）し、各種医療情報を提供する。 

 

７．医学教育の向上に関する事項 

 １）鳥取大学医学部医学科学生への医学教育向上に関する協力 

  ①鳥取大学医学部社会医学講座との連携による医学科１年生の「早期体験・ボランテイア」に協力

する。 

  ②鳥取大学医学部地域医療学講座との連携による医学科４年生の「地域医療体験」に協力する。 

  ③「臨床医学特論Ⅰ」を通して、医師会並びに地域医療に関して学生の理解促進を図る。 
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８．医学と関連科学との統合進歩に関する事項 

 

９．医学、医療の国際交流に関する事項 

 

１０．保健医療の充実に関する事項 

   医療保険制度、介護保険制度、並びに障害者自立支援制度に積極的にかかわり、生活の視点を尊

重し、地域住民の社会保障の充実に一層貢献するよう努める。 

   さらには、他職種との連携を推進し、障害者の早期の社会復帰や障害の予防に、地域住民と一体

となって取り組む。 

 

１１．医事法規の整備に関する事項 

   「医師法」、「医療法」、「保険医療養担当規則」を理解しつつ、「医療安全調査委員会設置法案（仮

称）大綱案」、「死因究明調査委員会」、「医療基本法」等の法制化について注視して行く。 

 

１２．医療施設の整備に関する事項 

   地域医療機関の整備を可能な限り促進するために、平成２２年度より交付されている鳥取県地域

医療再生基金事業補助金等の有効活用について検討する。 

 

１３．医業経営の安定及び医療従事者の労働環境の改善に関する事項 

   適正な医療提供を実施するための医業経営の安定を図るため、低利融資の斡旋、情報の提供等に

より支援を行うとともに、医療従事者の労働環境の改善を図る。 

   また、新規開業者を対象に、医師会活動、医療事故対策、保険診療等を内容とする意見交換会を

引続き開催する。 

 

１４．会員の相互扶助に関する事項 

   会員相互の連帯を強化し、相互扶助と親睦を図る。 

１）ＩＴを活用した情報伝達の迅速化、均一化 

    ＩＴ（ホームページの開設、各種メーリングリストの運営）を活用し、会員間の情報伝達の迅

速化・均一化を図る。 

 ２）会員への情報提供 

    西部医師会だより（毎月）、鳥取県西部医師会報（年４回）【再掲】を発刊し、会員への情報提

供を図る。 

  ３）ＦＡＸ送信による連絡網 

    ＦＡＸ連絡網を維持管理、運営する。 

  ４）全会員を対象とした相互親睦 

    公益社団法人移行により従前の西部医師会総会が廃止となったことから、総会に準ずる全会員

を対象とした相互親睦・意見交換の場の設置について検討する。 

  ５）福祉貯蓄の維持・運用 

    福祉貯蓄について現行の制度を維持するとともに、適正な運用を図る。 
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１５．医師会相互の連絡調整に関する事項 

   鳥取県医師会、並びに日本医師会が開催する諸会議等に役員を派遣し、連携を図る。また、 

鳥取県東部医師会、並びに鳥取県中部医師会とも情報交換を促進し連携を図る。 

 

１６．鳥取県西部医師会附属米子看護高等専修学校の設置運営に関する事項 

   米子看護高等専修学校の運営を維持し、現状の看護師不足の改善に資するため、准看護師の 

資質の向上を図り、医療・福祉現場において必要とされる人材を育成する。 

 

１７．西部医師会急患診療所の設置運営に関する事項 

１）地域一次救急医療の充実 

  西部医師会急患診療所運営を維持し、鳥取県西部地区の一次救急医療の充実を図る。 

２）急患診療所運営委員会の開催 

  急患診療所運営事項については、急患診療所運営委員会を開催し協議を行う。 

３）当直医相互の情報交換 

  急患診療所当直医相互の情報交換等のための当直医総会を継続して開催する。 

４）職員の資質向上 

  急患診療所職員に対し研修会を開催し、資質向上を図る。 

 

１８．その他本会の目的を達成するため必要な事項 

    １）医事紛争対策 

相談窓口、顧問弁護士等を活用し、紛争に至らないよう支援する。 

  ２）西部三師会の連携 

    西部三師会（西部医師会、鳥取県西部歯科医師会、鳥取県薬剤師会西部支部）において、相互

連携を強化する。また、役員会、総会等を継続的に開催する。 

  ３）医政対策 

    鳥取県西部医師連盟、鳥取県医師連盟、並びに日本医師連盟との連携を強化し、医政対策に取

り組む。 

  ４）勤務医の医師会参加促進等 

   ①勤務医の医師会への参加促進、勤務環境改善による疲弊緩和、病診・病々連携等を推進し、質

の高い医療を目指す。 

   ②上記取組みを協議する勤務医部会、役員会を継続的に開催する。 

  ５）その他本会の目的を達成するため必要な事項 

    上記事業のほか、本会の目的を達成するため必要な事項については、理事会にて協議を行い、

承認を得る。 


